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０７賃金確定闘争いよいよ最大の山場

０７
賃
金
確
定
闘
争
に
お
け
る
第
２
波
総
決
起
集
会
と
し
て
、
１１

月
８
日
の
第
五
地
連
を
皮
切
り
に
、
９
日
に
第
三
地
連
、
１２
日
に

は
第
二
地
連
と
第
四
地
連
、
１３
日
に
第
一
地
連
の
総
決
起
集
会
が

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
は
昨
年
と
同
様
に
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
の
幹
事
区
長
区
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
わ
が
組
合

か
ら
の
要
請
行
動
も
同
時
に
行
い
ま
し
た
。

わ
が
組
合
は
、
名
実
共
に
単
組
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
独
自
に
賃
金
確
定
闘
争
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
人
事

委
員
会
勧
告
が
示
さ
れ
て
以
降
、
要
求
を
突
き
つ
け
た
団
体
交
渉

を
は
じ
め
、
小
委
員
会
交
渉
、
専
門
委
員
会
交
渉
に
お
い
て
連
日

協
議
を
積
み
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
当
局
が
最
も
脅
威
と

感
じ
る
の
は
大
衆
行
動
に
よ
る
組
合
員
の
連
帯
と
団
結
の
力
で
す
。

１１
月
２
日
に
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
総
決
起
集

会
は
、
会
場
を
埋
め
尽
く
す
組
合
員
の
熱
気
で
成
功
裏
に
行
わ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
各
地
連
に
お
け
る
総
決
起
集
会
は
、

第
２
波
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
組
合
員
の
結
集
を
求
め
た
も
の
で

す
。今

確
定
闘
争
も
、
最
終
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
要
求
実
現
の
た

め
、
組
合
員
の
総
団
結
で
闘
い
貫
き
ま
し
ょ
う
。

編 集 責 任
教 宣 部 長
木 川 治

１１
月
１３
日
（
火
）
午
後
４
時
４５
分
よ
り
、
第

一
地
連
総
決
起
集
会
を
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
区
長
で

あ
る
港
区
長
に
対
し
、
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

集
会
場
所
は
、
港
区
役
所
向
か
い
に
あ
る
、
都

立
芝
公
園
第
６
号
地
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は

二
割
動
員
を
か
け
、
参
加
者
は
、
当
初
１
０
０

名
規
模
の
予
定
だ
っ
た
が
、
最
終
的
に
１
１
９

名
の
参
加
と
な
り
、
組
合
員
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

集
会
は
、
瀬
尾
議
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
大

和
田
賃
金
部
長
よ
り
こ
の
間
の
経
過
報
告
が
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
金
子
副
委
員
長
、
瀬
尾
議
長

を
筆
頭
に
、
計
７
名
の
要
請
団
を
送
り
出
し
た
。

要
請
を
行
っ
て
い
る
間
に
、
各
支
部
よ
り
決
意

表
明
が
あ
り
、
今
賃
金
闘
争
を
全
力
で
闘
う
と

の
強
い
決
意
を
全
体
で
確
認
し
た
。
工
場
支
部

よ
り
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
対
す
る
決
意
と
、

各
支
部
へ
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

要
請
団
か
ら
の
報
告
で
は
、
地
連
議

長
か
ら
１
５
０
０
筆
を
越
え
る
署
名

と
、
要
請
文
を
手
渡
し
、
更
に
は
工

場
か
ら
の
要
請
、
そ
し
て
、
強
い
意

志
を
込
め
た
副
委
員
長
か
ら
の
要
請

に
対
し
、
対
応
し
た
武
井
区
長
は
『
皆

さ
ん
の
思
い
は
十
分
に
受
け
止
め
ま

し
た
。
私
も
幹
事
区
長
と
し
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
区
長
に
伝
え
、
区
長
会

な
ど
の
場
で
、
発
言
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
』
と
の
回
答
が
あ
っ
た
と
、

好
感
触
の
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

中
村
事
務
局
長
よ
り
決
議
案
を
読
み

上
げ
、
全
体
の
拍
手
で
確
認
し
た
。
最
後
に
、

議
長
よ
り
第
一
地
連
は
今
後
も
先
頭
に
立
っ
て

闘
う
意
思
表
明
を
し
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会
を
終
え
た
。

前
回
に
引
き
続
き
今
回
も
、
幹
事
区
長
に
直

接
要
請
で
き
た
こ
と
が
最
大
の
成
果
だ
っ
た
と

言
え
る
。
地
連
と
し
て
２
度
目
の
決
起
集
会
で

は
あ
っ
た
が
、
前
回
の
反
省
点
を
見
直
し
て
は

き
た
が
、
今
年
９
月
よ
り
公
園
管
理
の
都
合
で
、

マ
イ
ク
等
の
音
響
機
器
が
使
え
ず
、
肉
声
で
の

報
告
、
決
意
表
明
と
な
っ
て
し
ま
い
、
次
回
以

降
の
課
題
を
残
し
た
。
区
に
よ
っ
て
事
情
は
違

う
が
、
そ
の
都
度
、
集
会
の
形
式
も
変
え
て
対

応
で
き
る
柔
軟
性
を
持
ち
た
い
と
思
っ
た
。
そ

の
た
め
に
、
本
部
、
地
連
、
支
部
の
連
携
を
よ

り
一
層
強
固
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

森
田
中
執

第１地連

本
部
・
地
連
・
支
部
の

一
層
強
固
な
連
携
体
制
確
立

０７
賃
金
確
定

闘
争
特
集
号

１１
月
１２
日
（
月
）
１７
時
３０
分
よ
り
第
二
地
連

総
決
起
集
会
が
荒
川
区
役
所
北
庁
舎
３
階
会
議

室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
参
加
者

は
、
会
議
室
自
体
が
狭
く
１００
名
程
度
を
予
定
し
、

本
部
・
地
連
役
員
・
各
支
部
参
加
者
合
計
で
９９

名
で
し
た
。

金
子
副
議
長
の
司
会
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
鈴

木
議
長
の
挨
拶
に
続
き
川
内
谷
中
執
よ
り
経
過

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、
各
支
部
及
び
地
連
青
年
部
よ
り
力

強
い
決
意
表
明
を
受
け
、
会
場
の
熱
気
は
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

１８
時
１０
分
よ
り
当
局
側
が
入
室
し
、
当
局
側

出
席
者
は
三
嶋
副
区
長
を
筆
頭
に
藤
田
管
理
部

長
、
猪
狩
職
員
課
長
の
合
計
６
名
で
し
た
。

地
連
よ
り
議
長
・
副
議
長
・
事
務
局
長
を
筆

頭
に
、
本
部
よ
り
大
島
書
記
長
・
野
崎
共
闘
部

長
の
合
計
８
名
が
要
請
団
に
入
り
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

先
ず
、
大
島
書
記
長
よ
り
こ
の
間
の
経
過
を

含
め
た
要
請
を
行
い
、
次
に
植
村
副
議
長
が
要

請
書
を
読
み
上
げ
さ
ら
に
、
青
木
北
工
場
支
部

委
員
長
よ
り
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
撤
回
を
求

め
る
要
請
を
行
い
、
植
村
副
議
長
よ
り
幹
事
区

長
要
請
署
名
１
、
３
７
５
筆
と
共
に
要
請
書
を

当
局
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
、「
た
だ
い
ま
、
皆
様
か
ら
要

請
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
要
請
い
た
だ
き
ま

し
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
区
長
会
と

清
掃
労
組
と
の
間
で
協
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
日
、
皆
様
か
ら
の
要
請
に
つ

き
ま
し
て
は
、
持
ち
帰
り
ま
し
て
区
長
に
伝
え

ま
す
。
今
後
と
も
、
誠
意
を
も
っ
て
課
題
の
早

期
解
決
に
向
け
て
、
話
し
あ
っ
て
い
く
所
存
で

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

と
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

要
請
団
か
ら
「
わ
か
り
ま
し
た
。
役
員
区
長

で
あ
る
荒
川
区
長
の
誠
意
あ
る
対
応
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
」
と
返
答
を
し
ま
し
た
。
当
局

退
室
後
、
野
崎
共
闘
部
長
よ
り
情
勢
を
含
め
た

経
過
報
告
が
さ
れ
、
松
丸
事
務
局
長
よ
り
集
会

決
議
（
案
）
の
採
択
を
行
い
、
力
強
い
拍
手
の

も
と
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
鈴
木
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集

会
は
、
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。横

須
賀
中
執

第２地連

支
部
・
地
連
・
青
年
部
よ
り

力
強
い
決
意
表
明
を
受
け
る
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１１
月
９
日
（
金
）
午
後
４
時
３０
分
よ
り
、
品

川
区
役
所
第
三
庁
舎
講
堂
に
お
い
て
「
０７
賃
金

確
定
闘
争
勝
利
１１
・
９
東
京
清
掃
第
三
地
連
総

決
起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

西
川
本
部
委
員
長
を
は
じ
め
地
連
役
員
・
中
央

執
行
委
員
に
各
支
部
の
参
加
者
を
合
わ
せ
て
約

１
３
０
名
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
の
司
会
は
工
藤
地
連
事
務
局
長
が
行
な

い
、
集
会
開
催
に
あ
た
り
田
中
第
三
地
連
議
長

と
西
川
委
員
長
か
ら
０７
賃
金
確
定
闘
争
に
勝
利

す
る
た
め
、
地
連
や
本
部
に
結
集
し
て
更
に
闘

い
を
強
め
て
い
く
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

５
時
か
ら
要
請
を
行
な
う
た
め
直
ち
に
要
請

団
を
組
み
、
要
請
に
出
発
し
ま
し
た
。
要
請
団

は
西
川
委
員
長
を
団
長
に
地
連
役
員
・
中
央
執

行
委
員
・
各
支
部
代
表
者
で
し
た
。

要
請
団
に
対
す
る
区
側
は
本
間
副
区
長
・
田

中
総
務
部
長
・
榎
本
人
事
課
長
・
事
務
方
２
名

が
対
応
し
ま
し
た
。

要
請
に
あ
た
り
西
川
委
員
長
か
ら
、
こ
れ
か

ら
行
な
う
要
請
に
つ
い
て
組
合
員
の
切
実
な
思

い
で
あ
り
誠
意
あ
る
対
応
を
求
め
、
田
中
地
連

議
長
・
吉
葉
品
川
支
部
書
記
長
・
細
貝
大
田
工

場
支
部
委
員
長
の
３
名
が
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

地
連
議
長
か
ら
は
現
業
の
給
料
の
削
減
を
や
め

直
ち
に
業
務
職
給
料
表
を
提
示
す
る
こ
と
や
、

退
職
手
当
の
支
給
率
の
見
直
し
に
つ
い
て
撤
回

し
て
諸
要
求
に
誠
実
に
回
答
す
る
よ
う
求
め
、

要
請
書
と
２
５
７
７
筆
の
家
族
署
名
を
手
渡
し

ま
し
た
。
次
に
、
吉
葉
品
川
支
部
書
記
長
か
ら

は
品
川
区
の
清
掃
事
業
に
つ
い
て
、
各
戸
収
集

の
成
功
は
全
組
合
員
が
区
民
に
理
解
と
協
力
を

求
め
日
々
努
力
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
出
来
た
も

の
で
、
今
後
の
事
業
運
営
は
直
営
を
堅
持
し
、

新
規
採
用
を
行
な
う
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

最
後
に
細
貝
太
田
工
場
支
部
委
員
長
か
ら
安
全

安
心
な
清
掃
工
場
の
運
営
を
行
な
う
た
め
民
間

委
託
は
止
め
、
正
規
職
員
を
確
保
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
本
間
副
区
長
か
ら
要
請
に
対

す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
要
請
の
内
容
は
区
長

に
伝
え
る
こ
と
、
今
日
の
清
掃
事
業
に
お
い
て

清
掃
職
員
の
奮
闘
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
、
三

位
一
体
改
革
に
よ
り
各
区
の
財
政
環
境
は
厳
し

い
こ
と
、
当
面
す
る
諸
課
題
は
統
一
交
渉
の
場

で
解
決
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
早
期
解
決

が
図
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
、
各
区
の

課
題
は
十
分
協
議
を
尽
く
す
こ
と
、
な
ど
の
回

答
が
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
集
会
は
要
請
団
を
送
り
出
し
た
後
、
大

和
田
賃
金
部
長
か
ら
確
定
闘
争
の
こ
の
間
の
報

告
が
さ
れ
、
今
度
の
取
り
組
み
の
強
化
を
意
思

統
一
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
要
請
団
の
報
告
を
鈴
木
地
連
副

議
長
か
ら
受
け
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
、
決
議

文
の
提
案
採
択
が
行
な
わ
れ
、
最
後
に
田
中
議

長
の
音
頭
で
団
結
が
ん
ば
ろ
ー
を
三
唱
し
、
確

定
闘
争
勝
利
に
向
け
更
に
団
結
し
て
闘
う
決
意

を
固
め
集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

松
本
中
執

第３地連

西
川
委
員
長
を
先
頭
に

退
職
手
当
等
の
見
直
し
撤
回
を
求
め
る

豊
島
区
役
所
本
庁
舎
４
階
第
２
委
員
会
室
に

お
い
て
、
午
後
４
時
３０
分
か
ら
幹
事
区
長
要
請

が
行
わ
れ
た
、
当
局
側
は
代
理
出
席
の
水
島
副

区
長
（
副
区
長
会
会
長
）
、
小
野
総
務
部
長
、

永
田
人
事
課
長
、
組
合
側
要
請
団
は
本
部
金
子

副
委
員
長
、
嶋
根
第
四
地
連
議
長
、
秋
元
板
橋

中
執
、
松
永
練
馬
中
執
、
吉
田
杉
並
総
支
部
委

員
長
、
斉
藤
中
野
支
部
書
記
長
、
中
田
板
橋
総

支
部
委
員
長
、
中
島
豊
島
支
部
組
織
部
長
、
上

村
豊
島
工
場
副
委
員
長
、
以
上
出
席
の
も
と
要

請
を
行
っ
た
。

嶋
根
議
長
か
ら
水
島
副
区
長
に
要
請
書
、
署

名
手
交
後
、
上
村
副
委
員
長
か
ら
水
島
副
区
長

に
要
請
書
を
提
出
し
た
。
口
火
を
切
っ
て
代
表

し
て
金
子
副
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
要
請
が

行
わ
れ
た
。
嶋
根
議
長
の
給
与
確
定
に
関
わ
る

要
請
書
の
読
み
上
げ
、
続
い
て
上
村
副
委
員
長

か
ら
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
見
直
し
求
め
る
要
請

書
を
読
み
上
げ
た
。
我
々
清
掃
労
組
の
要
請
に

対
し
て
水
島
副
区
長
は
「
区
長
に
申
し
伝
え
る

と
共
に
、
こ
の
間
の
清
掃
労
組
の
要
請
に
は
真

摯
に
受
け
止
め
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

約
２０
分
間
の
要
請
で
あ
っ
た
が
、
皆
緊
張
し

た
面
持
ち
で
あ
っ
た
。

要
請
後
、
引
き
続
き
豊
島
清
掃
事
務
所
２
階

会
議
室
お
い
て
、
１７
時
３０
分
か
ら
一
時
間
に
わ

た
っ
て
「
第
四
地
連
０７
賃
金
確
定
闘
争
勝
利
総

決
起
集
会
」
を
開
催
し
た
。
洞
下
中
執
司
会
の

も
と
嶋
根
議
長
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
要
請

団
を
代
表
と
し
て
本
部
金
子
副
委
員
長
の
報
告

と
今
後
の
課
題
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
が
さ

れ
た
、
続
い
て
一
組
総
支
部
を
代
表
し
て
箱
田

書
記
長
か
ら
一
組
報
告
を
受
け
、
本
部
染
書
記

次
長
か
ら
専
門
委
員
会
報
告
を
受
け
た
。
続
い

て
第
四
地
連
青
年
部
米
脇
議
長
の
力
強
い
決
意

表
明
受
け
、
第
四
地
連
山
口
事
務
局
長
の
集
会

決
議
文
を
読
み
上
げ
全
体
で
確
認
を
さ
れ
た
。

最
後
に
嶋
根
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会

を
終
え
た
。

今
回
の
第
四
地
連
の
要
請
署
名
は
３
０
０
０

名
を
越
え
る
署
名
が
集
ま
り
、
又
、
決
起
集
会

に
は
会
場
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
２
３
５
名

の
各
支
部
の
組
合
員
が
集
結
し
た
。

賃
金
・
人
事
制
度
に
係
わ
る
改
悪
提
案
や
一

組
当
局
の
清
掃
工
場
の
安
全
・
安
定
的
な
操
業

を
困
難
に
さ
せ
る
安
易
な
委
託
攻
撃
は
、
到
底

認
め
る
事
は
出
来
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
中

結
集
し
た
仲
間
の
問
題
の
意
識
の
高
さ
が
伺
え

た
、
第
四
地
連
は
本
部
の
も
と
に
集
結
し
、
団

結
を
よ
り
固
め
要
求
実
現
の
た
め
闘
い
抜
く
強

い
決
意
を
感
じ
た
決
起
集
会
で
あ
っ
た
。

秋
元
中
執

第４地連

要
請
署
名
三
〇
〇
〇
筆
を
持
ち

幹
事
区
長
要
請
を
行
う

１１
月
８
日
（
木
）
地
連
の
先
陣
を
き
っ
て
、

第
五
地
連
０７
賃
金
確
定
闘
争
勝
利
・
総
決
起
集

会
が
区
長
会
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
区
の
江
東
区
文
化

セ
ン
タ
ー
で
１１
支
部
１
３
２
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
た
。
冒
頭
、
村
山
議
長
よ
り
「
わ
が
組
合

は
単
組
と
し
て
確
定
闘
争
を
闘
っ
て
い
る
こ
と
、

地
連
段
階
で
の
取
り
組
み
が
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
今
ま
で
以
上
の
団
結
力
を
持
っ
て
大
衆
闘

争
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
力
強
く
述
べ
た
。
続

い
て
齋
藤
中
執
か
ら
要
請
行
動
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
約
３
０
０
０
筆
に
の
ぼ
る
署
名
を
携

え
て
集
会
参
加
者
の
激
励
の
拍
手
で
、
地
連
三

役
・
各
区
１
名
・
地
連
出
身
中
執
を
江
東
区
の

石
橋
副
区
長
の
下
に
送
り
出
し
た
。

要
請
の
間
に
会
場
で
は
、
木
川
教
宣
部
長
よ

り
今
確
定
闘
争
の
経
過
説
明
を
受
け
、
続
い
て

一
組
よ
り
江
東
工
場
支
部
の
内
山
委
員
長
か
ら

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
関
わ
り
「
断
固
反
対
・

撤
回
を
求
む
」
等
、
強
い
意
志
で
あ
る
と
報
告

さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
各
区
か
ら
の
決
意
表
明
と

な
り
、
ど
の
区
か
ら
も
「
清
掃
職
場
の
実
態
を

か
え
り
み
な
い
、
わ
れ
わ
れ
と
家
族
の
生
活
・

権
利
を
脅
か
す
重
大
な
内
容
で
あ
り
、
断
じ
て

認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
わ
れ
わ
れ
は
納
得

で
き
る
ま
で
闘
う
」
等
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

副
区
長
要
請
で
は
、
冒
頭
当
局
よ
り
腕
章
や

鉢
巻
に
ふ
れ
ら
れ
た
が
、
西
川
委
員
長
は
「
腕

章
は
服
に
縫
い
付
け
て
あ
る
た
め
取
れ
な
い
、

こ
れ
ら
に
は
全
組
合
員
の
魂
が
込
め
ら
れ
て
い

る
」
と
返
し
、
闘
う
強
い
姿
勢
を
見
せ
た
。
続
い

て
村
山
議
長
よ
り
約
３
０
０
０
筆
の
組
合
員
・

家
族
の
怒
り
を
込
め
た
署
名
と
要
請
書
を
石
橋

副
区
長
に
手
渡
し
て
要
請
し
た
。
そ
の
後
、
収

集
・
運
転
職
場
代
表
と
し
て
墨
田
支
部
の
山
崎

委
員
長
が
要
請
、
さ
ら
に
は
工
場
支
部
代
表
で

中
里
江
戸
川
工
場
支
部
書
記
長
か
ら
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
等
の
撤
回
要
請
を
行
っ
た
。
回
答
で

石
橋
副
区
長
は
「
賃
金
確
定
に
か
か
る
皆
さ
ん

の
主
張
や
要
請
は
伺
い
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い

て
は
、
早
速
、
江
東
区
長
並
び
に
ブ
ロ
ッ
ク
内

区
長
に
お
伝
え
し
ま
す
。
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
給

与
水
準
を
は
じ
め
、
地
方
公
務
員
の
処
遇
等
に

関
し
て
は
一
段
と
厳
し
い
社
会
情
勢
に
な
っ
て

お
り
、
今
確
定
交
渉
で
は
例
年
以
上
に
厳
し
い

も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
と
い
た

し
ま
し
て
も
引
き
続
き
努
力
し
、
時
機
を
失
す

る
こ
と
な
く
諸
課
題
の
解
決
が
図
れ
ま
す
よ
う
、

協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
」
と
の
回
答
が
あ
り
、
要
請
を
終
え
た
。

そ
の
後
、
西
川
委
員
長
よ
り
こ
の
間
の
当
局

の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
要
請
団
報
告
が

行
わ
れ
、
最
後
に
「
０７
賃
金
確
定
闘
争
を
ス
ト

ラ
イ
キ
で
闘
い
ぬ
く
決
議
（
案
）
」
を
集
会
参

加
者
で
確
認
し
、
村
山
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
集
会
を
閉
会
し
た
。

渡
辺
中
執

第５地連

工
場
支
部
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

「
断
固
反
対
・
撤
回
」を
決
意
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